
 

専門研修「子どもの発達障害」 

【 日 時 】 
（第 1回）令和 2年 7月 21 日（火）9：00～17：00 

（第 2回）令和 2年 8月 24 日（月）9：00～17：00 

【 会 場 】 CIVI 研修センター秋葉原 

【受講者数】 184 名（第 1回、第 2回合計） 

【 講 師 】 

（第 1回） 

・文教大学 教育学部 特別支援教育専修 教授 小野里 美帆 氏 

・一般社団法人 親と子どもの臨床支援センター 代表理事 帆足 暁子 氏 

（第 2回） 

・白梅学園大学 子ども学部 子ども学科 教授 市川 奈緒子 氏 

・一般社団法人 親と子どもの臨床支援センター 代表理事 帆足 暁子 氏 

【研修内容】 

＜目的＞ 

発達障害のある子どもに対する理解を深め、本人や家族への支援策を習得し、

対応力の向上を図る。 

 

＜内容＞ 

①発達障害の特性と具体的な関わり方（講義） 

・発達障害の特性を知る 

・具体的な関わり方と支援方法  

 

②家族支援を考える（講義） 

・家族心理を理解した信頼関係の築き方 

・家族への具体的な支援のあり方とその方法 

【受講生の声】 

・具体的な内容やお話で、とても分かりやすく、明日からすぐ仕事に生かせるよ

うなヒントをたくさんいただきました。相談したい、と思ってもらえるような

支援者になれるよう、教えていただいたことを実践したいと思います。 

・具体的なエピソードが「理屈だけではない」ということを思い知らされ、「親

の気持ちに寄り添う」ということがいかに難しいかを考えさせられました。 

・これまであった事例などとともに説明してくださり、とても分かりやすかっ

たです。自分の職場に当てはめながら聞き、子どもたちの環境設定などを見直

すきっかけになりました。 

 

≪講義の様子≫ 


